
が行われました。

私たち、北中が大好きです☆

挨拶運動に立っていた生徒会長が、後ろの
石 碑 を 見 て 、「 こ の 石 を キ レイ に し た い 。」
とつぶやいたことから、早速、次の日には執
行部と生活委員長・副委員長が朝から掃除を
し て い ま し た 。 こ の 行 動 力
に は 驚 き ま し た 。 こ れ で 、
先 輩 方 も 気 持 ち よ く 卒 業 し
ていけますね！

「
河
畔
随
想
」
～
挨
拶
運
動
に
寄
せ
て
～

校
長

麻
生

廣
文

テ
レ
ビ
で
は
、
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
斎
藤
佑
樹
投
手
の
練
習

風
景
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
様
子
が
よ
く
放
送
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
受
け

答
え
は
さ
わ
や
か
で
、
す
が
す
が
し
い
。
何
か
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
感

じ
が
し
て
、
周
囲
が
引
き
込
ま
れ
る
魅
力
が
あ
る
。

さ
て
、
阿
蘇
北
中
学
校
の
一
日
は
、
黒
川
河
畔
、
三
久
保
橋
の
た
も

と
の
挨
拶
運
動
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
挨
拶
の
や
り
と
り
が
響
く
と
（
今

日
も
一
日
が
始
ま
る
な
）
と
気
が
引
き
締
ま
る
。
入
学
し
た
頃
は
照
れ

て
い
た
一
年
生
も
元
気
な
声
が
返
っ
て
く
る
。
学
校
に
す
が
す
が
し
さ

と
活
気
さ
が
あ
ふ
れ
始
め
る
時
間
だ
。
日
本
一
め
ざ
し
て
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
の
学
校
の
生
徒
は
す
ご
い
。
挨
拶
は
「
自
分
か
ら
・
明

る
く
・
さ
わ
や
か
に
」
が
原
則
だ
と
思
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
私
は
毎
日
片
道
四
十
五
㎞
を
熊
本
市
か
ら
通
勤
し
て
い

る
。
道
半
ば
の
大
津
町
瀬
田
・
錦
野
付
近
で
は
、
朝
、
阿
蘇
方
面
や
熊

本
方
面
に
向
か
う
車
が
た
く
さ
ん
す
れ
違
う
。
な
の
に
、
道
が
狭
く
離

合
で
き
な
い
所
が
四
か
所
あ
る
。
互
い
に
譲
り
合
う
し
か
な
い
。
だ
か

ら
、
先
に
入
っ
た
車
が
優
先
さ
れ
る
暗
黙
の
ル
ー
ル
が
生
ま
れ
る
。
当

然
、
離
合
箇
所
で
待
っ
た
り
待
た
せ
た
り
す
る
こ
と
に
な
る
。
互
い
に

合
図
を
送
り
な
が
ら
離
合
す
る
。
私
も
合
図
を
必
ず
送
っ
て
い
る
。
片

手
を
挙
げ
る
こ
と
。
浅
く
お
辞
儀
す
る
こ
と
。
軽
く
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

鳴
ら
す
こ
と
。
昔
は
こ
の
中
の
一
つ
を
し
て
い
た
の
だ
が
、
こ
こ
数
年

間
は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」
と
言
葉
も
添
え
て
い
る
。
四

つ
の
し
ぐ
さ
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
い
つ
ぞ
や
、
こ
の
道
を
通
っ

た
と
き
、
同
乗
し
た
妻
か
ら
「
あ
な
た
は
忙
し
い
人
ね
。
」
と
苦
笑
さ

れ
た
こ
と
が
あ
る
。
す
れ
違
う
た
び
に
こ
れ
ら
の
ア
ク
シ
ョ
ン
が
な
さ

れ
、
二
台
待
っ
て
い
れ
ば
二
回
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。
車
内
の
お

礼
の
言
葉
が
相
手
に
届
く
こ
と
も
な
く
、
四
つ
目
は
ほ
と
ん
ど
意
味
を

な
さ
な
い
の
だ
が
、
今
も
続
い
て
い
る
。

三
十
年
ほ
ど
前
、
熊
本
市
内
の
狭
い
道
で
徐
行
し
な
が
ら
対
向
車
と

す
れ
違
っ
た
と
き
、
軽
く
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
し
、
お
辞
儀
し
て
通

り
過
ぎ
た
。
す
る
と
、
助
手
席
の
同
僚
の
先
生
が
、
「
知
り
合
い
で
す

か
？
」
と
尋
ね
た
。
「
い
や
知
ら
な
い
人
だ
け
ど
、
ゆ
っ
く
り
進
ん
で

く
れ
た
か
ら
。
」
と
答
え
た
ら
「
え
ー
っ
！
」
と
驚
い
て
い
た
。
知
ら

な
い
人
に
挨
拶
す
る
の
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
私
が
田

舎
育
ち
の
古
い
人
間
だ
っ
た
だ
け
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

い
よ
い
よ
、
三
学
期
に
な
っ
た
。
橋
の
た
も
と
で
、
毎
朝
登
校
す
る

生
徒
た
ち
に
、
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
に
あ
わ
せ
て
、
軽
く
お
辞

儀
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
。
ひ
と
月
も
せ
ず
に
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が

自
然
に
「
お
辞
儀
付
き
」
に
変
わ
っ
た
。
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
ボ
ー
ル
を
投

げ
な
け
れ
ば
、
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
も
返
し
よ
う
が
な
い
し
、
バ
ッ
タ
ー
も

打
ち
よ
う
が
な
い
の
だ
と
思
い
な
が
ら
、
職
員
室
へ
戻
っ
た
。
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文責 小原 宮本 西村

１５日（火）の午後、進路学習の一環として、多目的
室にて２年生の立志式が行われました。１年生の頃から
総合的な学習の時間に地域学習や農業体験を行ってきた
ことや、将来阿蘇を担っていく子どもたちであることか
ら、阿蘇火山博物館の学術顧問の須藤靖明先生に講演を
お願いしました。講演では、先生が阿蘇山に惹かれた魅
力や、火口の湯だまりや赤水の地名の由来などの阿蘇に
関すること、また、海外での調査などを含めたこれまで
の研究生活についてなど、人生の先輩としてのアドバイスについても語っていただ
きました。

多くの生徒が火口の湯だまりは雨水と思っていたので、ほとんどがマグマの成分
であり、この状態も噴火であると聞いて驚いていました。さらに、噴火のサイクル
でストロンボリ式噴火をしているときが阿蘇山にとって安定している状態であると

聞いてやや不安になりましたが、阿蘇山のことをよ
く知って仲良く暮らすことが大事だと学びました。
また、赤水の地名の由来を聞いて、地元のことなの
に知らないことがまだあることを知りました。

そして、これから進路を決めていくにあたっては、
いつも好奇心を持って生活していくことが大事であ
ることや、受験勉強をしているときなどもそれだけ
にならず、「遊びをせんとや」という気持ちが大事
であることを学ばさせていただきました。

講演の後には、２年生を代表して生徒会の
小坂真未さんと日田裕菜さんが阿蘇北中学校
の最後の卒業生としての責任と誇りを「誓い
の言葉」として述べ、最後は全員で校歌を斉
唱し、終わりました。立志式後には、教室に
もどって各自の決意表明を書き、また、自分
のこれまでを振り返って、これからの生活に
活かし、仲間との絆を深めていく観点から自
分史に取り組んでいます。来年度の閉校に向
け、さらに頑張っていく２年生をよろしくお
願いします。

３年生
「最後の勉強会」始まる！

２１日（月）から ３月の公立高校後期選抜

試験に向けて最後の勉強会が始まりました。参

加者は、専願・前期合格者の内、高校関係で部

活動に参加する生徒以外の生徒、後期受験の生

徒で塾などがない生徒たちです。

この勉強会は、「１０９名みんなで、最後ま

で受験に向かうという姿勢と雰囲気を卒業まで

作り続ける！！そしてみんなで胸張って卒業す

るために！！」という趣旨で行われています。

放課後に各クラスをのぞいてみると、黙々と

問題集に取り組んでいる姿が見られます。中に

は、お互いに教えあいをしている姿も見られ、

学年としてのまとまりと、３年生の

絆の深さを感じます。全員に、喜び

あふれる春が訪れることを切に願い

ます。

お世話になっている地域への
ボランティア活動

２４日（木）の午後に、２年生のボランティア活動が行われました。
これは全校で行っているもので、１、３年生は２学期に終わっています。
１年生は地域学習の際に内牧のゴミ拾いをおこない、３年生は学校周辺
のガードレールやお世話になっているスクールバスの清掃を行いました。

この日、２年生は１組「中央公園」、２組「阿蘇市立
体育館」、３組「はな阿蘇美」の掃除を行いました。窓
拭きや外回りのちり拾い、床拭きなどを行うことでキレ
イになって、日頃の感謝の気持ちを行動で示すことがで
きました。

岩佐祐子先生 ご結婚

２６日（土）に１年２組担任の岩佐祐子先生の
結婚披露宴がありました。披露宴にはクラスや学年
からなどのビデをメッセージが届けられ、会場が温
かい雰囲気に包まれました。
また、陸上部の保護者の方
などからもお祝いの電報が
届き、お二人の幸せいっぱ
いの姿が見られました。山
方祐子先生おめでとうござ
います。お幸せに☆


